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アートin はむら展 Ⅸ
アート・フェスティバル

10：00 ～ 17：00（最終日は 16：00 まで）

ゆとろぎギャラリーほか（入場無料）

羽村市民一人ひとりの生涯学習を支援する情報誌

■ワークショップ

10：00 ～ 12：00
創作室１（３階）
参加費 300 円
定員：20 名（先着順）

「親子で作ろう　光のオブジェ」
ー集まれ子ども！大人だって楽しいぞ！ー

p.2■新講座紹介
「世界の“今”を知る」

第２回 写真展と講演会

中国雲南省の少数民族
ー学校建設支援活動の現場から

p.3■コンサート情報
羽村ゆかりの音楽家たち

はむらの風コンサート
フレッシュ名曲コンサート
親子のためのクラシックコンサート

音楽の絵本

p.4 ～ 5 ■＜特集＞
西多摩を愛し、西多摩を撮り続けた
写真家の“隠された世界”

櫻井保秋回顧展
p.6 ■イベントガイド

芸術鑑賞／ギャラリー／講座・教室／
市民イベント

p.7 ■６月～９月の
イベントカレンダー

p.8 ■ゆとろぎクラブ

今号のコンテンツ

■ギャラリートーク
14：00 ～ 16：00
ゆとろぎギャラリーほか
参加無料

ファイバークラフト紙の造形にＬＥＤ三原色ライトを灯すと美しい光彩が…。
簡単に楽しくできる「私だけのランプ」を作りましょう！
問合せは「ゆとろぎ」まで
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新講座『世界の“今”を知る』   
第２回＜写真展と講演会＞

中国雲南省の少数民族
…… 学校建設支援活動の現場から

 

新
講
座
﹃
世
界
の
�
今
�
を
知
る
﹄
が
始

ま
り
ま
す
�

 

３
月
14
日
（
土
）�
本
田
弘
之
氏
（
杏
林

大
学
教
授
）
を
小
ホ
�
ル
に
招
き
�﹃
日
本

の
常
識
�
世
界
の
非
常
識―

異
文
化
を
理
解

す
る
た
め
に
﹄
と
題
し
て
�
そ
の
実
質
的
な

第
１
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
�
こ
の
講
座
で

は
�
世
界
各
地
の
�
奇
妙
な
慣
習
�
を
テ
�

マ
に
と
り
あ
げ
�
食
事
を
中
心
に
生
活
一
般

に
つ
い
て
私
た
ち
の
生
活
と
比
較
す
る
こ
と

で
�
国
に
よ
る
違
い
を
理
解
し
�
関
心
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

 

そ
れ
に
続
く
�
第
２
回
講
座
を
８
月
６
日

（
木
）
か
ら
９
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
ま
す
�

今
回
は
﹃
中
国
雲
南
省
の
少
数
民
族
﹄
と
題

し
た
写
真
展
と
講
演
会
で
す
�

 

雲
南
省
は
中
国
の
南
部
に
あ
�
て
�
ベ
ト

ナ
ム
�
ラ
オ
ス
�
ミ
�
ン
マ
�
と
国
境
を
接

し
�
世
界
遺
産
都
市
の
麗
江
や
少
数
民
族
の

存
在
で
日
本
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
�
て

き
ま
し
た
�

 
 

チ
ベ
�
ト
か
ら
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系

の
東
端
に
あ
た
り
�
標
高
６
０
０
０
メ
�
ト

ル
の
高
山
が
あ
る
一
方
で
�
年
間
を
通
し
て

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
農
業
地
域
で
す
�

 

し
か
し
な
が
ら
�
そ
の
多
く
の
県
や
村
が

貧
困
地
域
に
指
定
さ
れ
�
上
下
水
道
�
学
校
�

病
院
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
�
そ

こ
に
暮
ら
す
家
庭
の
多
く
は
貧
し
い
生
活
の

中
に
あ
�
て
�
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
未
来

を
託
し
て
い
ま
す
�

 

今
回
�
少
数
民
族
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
小
学
校
の
建
設
支
援
を
行
�
て
い
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
﹁
日
本
雲
南
聯れ
ん
ぎ誼
協
会
﹂

の
協
力
を
得
て
�
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
に
お
い

て
�
少
数
民
族
の
子
ど
も
た
ち
が
撮
影
し
た

家
族
や
友
だ
ち
�
家
や
村
な
ど
の
写
真
に
解

説
を
付
け
て
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
�
併
せ
て
�

民
族
衣
装
や
関
連
グ
�
ズ
も
展
示
し
ま
す
�

 

８
日
に
は
�
同
協
会
の
初は
じ
か
の

鹿
野
恵け
い
ら
ん蘭

理
事

長
を
講
師
に
招
い
て
�
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
少
数
民
族
の
生
活
や
学
校
支
援
活
動
の
実

際
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
�﹁
豊
か
さ
﹂

や
﹁
貧
し
さ
﹂
に
つ
い
て
�
あ
ら
た
め
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
�
写
真
展
・
講
演

会
と
も
に
入
場
無
料
で
す
�

 

誰
で
も
世
界
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
�
で
も
�
世
界
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
�﹃
世
界
の
�
今
�
を
知
る
﹄
シ
リ
�

ズ
で
は
�
世
界
各
地
で
生
活
を
し
た
経
験
を

も
つ
方
を
講
師
に
招
い
て
�
観
光
旅
行
で
は

知
り
得
な
い
世
界
を
紹
介
し
ま
す
�

■写真展
８月６日（木）～９日（日）
10：00 ～ 17：00（最終日 16：00 まで）

■講演会
８月８日（土）19：00 ～ 21：00

講師：初
NPO法人・日本雲南聯誼協会理事長

鹿野恵蘭さん

※写真展・講演会とも入場無料 【写真上】少数民族の子どもたちと交歓する初鹿野恵蘭さん
【写真中】教育環境は貧しくとも子どもたちは未来に大きな夢を描いている
【写真下】さまざまな民族の子どもたちが机を並べて学んでいる

眼の下に甸沙郷の中心集落を見下ろす山の中腹からの眺めは、まさに“壮大”
の一言である。赤土の山が視界いっぱいに稜線を広げ、山肌に幾筋もの棚
田が山頂近くにまで重なり合い、まるで地図の等高線をそのまま大地に描
いたかのようだ。（撮影・平田栄一）
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はむらの風コンサート

羽 村 ゆ か り の
音 楽 家 た ち

国立音楽大学声楽科卒業。同大学院
声楽専攻オペラコース修了。第 11 回
日仏声楽コンクール第 1 位及び竹村
賞受賞。第 9 回世界オペラ歌唱コン
クール「新しい声 2001」のアジア代
表に選出、ドイツ本選出場。第 21 回
国際ベルヴェデーレオペラ・オペレッ
タコンクール日本代表。盛岡市民賞
( 聴衆賞 ) 受賞。第 15 回日本声楽コ
ンクール第 3 位及び奥田良三賞受賞。
二期会会員。二期会フランス歌曲研
究会会員。羽村市在住

岩
崎
由
美
恵
︵
ソ
プ
ラ
ノ
︶

大
舘
光
広︵
テ
ノ
�
ル
︶

第３回高校生国際芸術コンクールに
入賞。柴田南雄 オペラ『忘れられた
少年』に原マルチノ役で出演。国立
音楽大学卒業後、二期会に所属。イ
タリアのミラノ音楽院留学。合唱に
多く参加。現在、日本演奏連盟会員。
合唱指導にあたる。羽村市在住

フレッシュ名曲コンサート
２大ピアノ協奏曲の夕べ

共催：東京文化会館（（財）東京都歴史文化財団）／協力：東京都オーケストラ事業協同組合

 身近な地域でクラシック音楽に
接し、新進音楽家を登用する『フ
レッシュ名曲コンサート』を羽村
で初めて実施します。「都民の文
化環境の整備・文化振興に関する
普及啓発」を目的として東京文化
会館（（財）東京都歴史文化財団）
が主催している事業です。
 今回は 2 人の気鋭ピアニストが
梅田俊明氏指揮の日本フィルハー
モニー交響楽団とともに、ベー
トーベンのピアノ協奏曲第５番

「皇帝」、ラフマニノフのピアノ協
奏曲第２番を演奏し、交響楽団が
ロッシーニの歌劇「セヴィリアの
理髪師」序曲をお贈りします。将
来の活躍が期待される若手音楽家
の演奏を身近に楽しめる、絶好の
機会です。お見逃しなく。未就学
児童の入場はできません。一時保
育有り（有料・要予約）。

大
井
哲
也
︵
バ
リ
ト
ン
︶

東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。
同大学院修士課程オペラ専攻修了。
二期会オペラ研修所第 47 期マスター
クラス修了。修了時に優秀賞受賞。
同研修所プロフェッショナルコース
第７期修了。東京バロック・ゾリス
テン合唱団、混声合唱団「海」、女声
合唱団「ティアラ」常任指揮者。桐
朋学園大学嘱託演奏員。桐朋学園大
学芸術短期大学演奏助手。日本声楽
家協会アカデミー会員、東京声楽教
育センター講師。二期会会員。羽村
市出身

川
田
健
太
郎
︵
ピ
ア
ノ
︶

前
山
仁
美
︵
ピ
ア
ノ
︶

梅
田
俊
明
︵
指
揮
︶（
撮
影
・
三
浦
興
一
）

親
子
の
た
め
の
ク
ラ
シ
�
ク
コ
ン
サ
�
ト

音
楽
の
絵
本

 

昨
年
大
好
評
の
﹃
０
才
か
ら
の
ク

ラ
シ
�
ク
﹄
に
引
き
続
き
�
今
年
も

親
子
で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
�
ト
を
開

催
し
ま
す
�
動
物
た
ち
が
楽
器
を
演

奏
し
�
小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る

コ
ン
サ
�
ト
で
す
�

 
﹁
音
楽
の
絵
本
﹂
と
は
�
文
学
の
入

り
口
に
絵
本
が
あ
る
よ
う
に
�
本
格

的
な
ク
ラ
シ
�
ク
音
楽
に
お
け
る
絵

本
の
よ
う
な
も
の
で
�
音
楽
を
知
る

糸
口
に
な
り
ま
す
�
ラ
イ
オ
ン
や
ト

ラ
な
ど
の
ズ
�
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
と

弦
ウ
サ
ギ
が
楽
し
く
ク
ラ
シ
�
ク
音

楽
を
演
奏
し
て
�
お
と
ぎ
の
世
界
に

招
き
ま
す
�
授
乳
室
�
お
む
つ
交
換

所
も
あ
り
ま
す
の
で
�
家
族
そ
ろ
�

て
気
軽
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
�

 今年からシリーズ・コンサー
ト「羽村ゆかりの音楽家たち」
が始まります。羽村で育ち、羽
村に住む音楽家を広く知ってい
ただき、それぞれが得意とする
歌唱や演奏を通じて、羽村の音
楽文化をいっそう盛り上げよう
という企画です。
 第１回の「はむらの風コンサー
ト」は、岩崎由美恵さん（ソプ
ラノ）、大舘光広さん（テノール）、
大井哲也さん（バリトン）の３
人のオペラ歌手と小田切洋子さ
ん（ピアノ）が出演。２部構成
の第１部はそれぞれの得意楽曲
を、第２部はオペラの名曲を歌
います。真夏の午後のひととき
をはむらのさわやかな風にのっ
ておくつろぎください。未就学
児童の入場はできません。一時
保育有り（有料・要予約）。

７月４日（土）開場 10：30 ／開演 11：00
一般1,500円 ／高校生以下800円（全席指定）
ゆ ス マ に

８月２日（日）開場 15：00 ／開演 15：30
一般（前売り）1,000 円 ／ ( 当日 )  1,500 円
高校生以下 500 円（全席指定） ゆ ス マ に

８月 23 日（日）開場 17：30 ／開演 18：00
一般（前売り）2,000 円 ／ ( 当日 )  3,000 円
高校生以下 1,000 円（全席指定） ゆ ス マ に

小
田
切
洋
子
︵
ピ
ア
ノ
︶

フェリス女学院短期大学音楽科卒業。
同専攻科修了。卒業後、名古屋音楽
学校講師を務める。朝日新聞新人音
楽コンクール入賞。読売新人演奏会、
室内楽、声楽の伴奏等多数のコンサー
トに出演。福生市主催「名曲コンサー
ト」に毎年出演。2005 年、2007 年、
チャリティーコンサート「音楽の贈
り物」に出演。ゆとろぎオープニン
グコンサート、羽村の第九の練習ピ
アニストを務め、現在、3 つの合唱団
のピアニストを務める。羽村市在住

ゆとろぎで行う羽村市教育委員会主催の
コンサートのチケットは下記で取り扱っ
ています。

ゆとろぎチケットカウンター
9：00～ 17：00（月曜日休館）
☎042-570-0707

羽村市スポーツセンター
9：00～ 17：00（月曜日休館）
☎042-555-0033

マルフジ青梅・羽村・福生市内
10店舗のサービスカウンター

西多摩新聞社チケットサービス
☎フリーダイヤル0120-61-3737

※各コンサートに関するお問合せまたは
「一時保育」の申込み・お問合せは、
　ゆとろぎ（☎042-570-0707）
へどうぞ。

ゆ

ス

マ

に
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８月 26日（水）～９月６日（日）
午前 10時～午後５時（最終日午後４時閉場）

ゆとろぎギャラリー（入場無料）

西
多
摩
を
愛
し
、
西
多
摩
を
撮
り
続
け
た
写
真
家
の�
隠ア

ナ

ザ

・

ワ

ー

ル

ド

さ
れ
た
世
界
�

櫻
井
保
秋
回
顧
展

 

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
�
惜
し

ま
れ
つ
つ
64
歳
で
逝
�
た
写
真
家
・

櫻
井
保
秋
は
�﹁
玉
川
上
水
と
い
え
ば

羽
村
の
櫻
井
保
秋
�
櫻
井
保
秋
と
い

え
ば
玉
川
上
水
﹂
と
評
さ
れ
る
ほ
ど

玉
川
上
水
�
西
多
摩
を
フ
�
�
ル
ド

に
活
躍
し
�
写
真
集
﹃
玉
川
上
水
﹄

は
代
表
的
作
品
集
と
し
て
今
な
お
高

い
評
価
を
得
て
い
る
�

 

ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
市
民
の
会
展
示
部

会
は
�
こ
の
ほ
ど
瑞
枝
夫
人
の
協
力

を
得
て
�
大
量
の
未
発
表
作
品
を
発

掘
し
た
�
そ
れ
は
�
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
き
た
櫻
井
の
世
界
と
は
ま
�
た

く
別
な
世
界
だ
�
た ―

―
 

若
き
日

の
指
揮
者
・
小
澤
征
爾
�
テ
レ
ビ
創

世
期
の
人
気
番
組
﹃
三
匹
の
侍
﹄
の

主
演
俳
優
・
平
幹
二
郎
�
長
門
勇
�

加
藤
剛
を
と
ら
え
た
貴
重
な
シ
�
�

ト
な
ど
��
ポ
�
ト
レ
�
ト
写
真
家
�

櫻
井
保
秋
の
知
ら
れ
ざ
る
鋭
い
感
性

が
現
代
に
蘇
る
�
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櫻井保秋回顧展
西多摩を愛し、西多摩を撮り続けた写真家の“隠された世界”

櫻井保秋
西多摩を愛し、

■櫻井保秋のプロフィール
1937 年 静岡県静岡市生まれ
1958 年 東京写真短期大学（現：東京工芸大学）卒業。テレビ、
    雑誌などマスコミの写真撮影に従事
1983 年「西多摩に伝わる郷土芸能」の撮影を開始
1989 年 個展「東京西多摩祭土記」を開催
1992 年 個展「獅子の風」を開催
1995 年 個展「玉川上水」を開催
1997 年 朝日新聞「ひと・みず・みどり」に連載
1999 年 羽村市芸術家作品展「玉川上水」を開催
2002 年 9 月 10 日、次の写真集を準備しながら…
日本写真家協会会員

通
い
詰
め
、
次
第
に
心
を
開
い
て
く
れ
る
古

老
た
ち
か
ら
土
地
の
風
習
、
祭
り
の
由
来
を

聞
き
書
き
し
て
は
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
れ
は

20
年
に
わ
た
る
撮
影
の
記
録
と
な
り
、
西
多

摩
の
貴
重
な
伝
統
文
化
の
資
料
と
な
る
写
真

集
と
し
て
残
っ
た
。

　

伝
統
の
祭
り
を
追
い
な
が
ら
目
に
す
る
多

摩
の
自
然
の
美
し
さ
も
、
写
真
家
・
櫻
井
の

琴
線
を
振
る
わ
せ
た
。
も
う
一
つ
の
撮
影
紀

行
〈
玉
川
上
水
〉
が
生
ま
れ
た
。

　

櫻
井
は
「
眼
前
の
光
景
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
た
瞬
間
、
過
去
に
な
り
、
記
録
と
な
る
」

と
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る
。
玉
川
上
水
を
撮

り
続
け
た
の
も
、
江
戸
時
代
の
歴
史
的
遺
産

で
あ
り
、
今
も
な
お
現
役
と
し
て
生
命
の
水

を
運
び
続
け
る
玉
川
上
水
を
、
そ
の
流
域
に

住
む
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
記
録
に
残
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
の
強
い
思
い
か
ら
だ
っ

た
。
生
活
の
糧
と
し
て
撮
る
写
真
と
は
別
の
、

写
真
家
・
櫻
井
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の

仕
事
だ
っ
た
。

二
人
三
脚

　

カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
に
三
脚
、
レ
フ
板
、
パ
ラ

ソ
ル
な
ど
、
大
荷
物
の
撮
影
機
材
を
携
え
て

玉
川
上
水
を
歩
く
姿
に
「
ご
夫
婦
で
撮
影
行

と
は
、
よ
い
ご
趣
味
で
」
と
声
を
か
け
る
人

も
い
た
が
、
プ
ロ
と
し
て
撮
る
写
真
だ
け
に
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
役
の
夫
人
に
と
っ
て
は
苦
労

も
多
か
っ
た
と
い
う
。

「
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
撮
る
の
に
も
、
構
図
を
決

め
て
、
足
場
を
固
め
て
、
三
脚
を
据
え
て
、

光
を
調
節
し
て
…
…
。
そ
ん
な
に
次
々
と
撮

れ
る
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
場
所
を
移
動

す
る
た
び
に
、
残
さ
れ
た
荷
物
を
み
ん
な
集

め
て
つ
い
て
行
く
ん
で
す
け
ど
、
な
ぜ
だ
か

私
の
持
ち
物
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
の
」

　

レ
ン
ズ
キ
ャ
ッ
プ
を
流
れ
に
落
と
し
て
、

次
の
橋
ま
で
走
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
そ
ん
な
と
き
に
、
あ
ら
、
こ
ん
な
可
愛
い

花
が
咲
い
て
る
、
な
ん
て
ね
」

　

季
節
ご
と
に
花
を
つ
け
る
野
草
の
写
真

は
、
焼
き
付
け
た
の
ち
、
図
鑑
を
頼
り
に
苦

労
し
な
が
ら
名
前
を
調
べ
、『
玉
川
上
水
の

野
草
た
ち
』
と
い
う
愛
す
べ
き
写
真
集
に
実

を
結
ん
だ
。

　

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
、
櫻
井
は
次
の

作
品
集
の
構
想
半
ば
で
病
に
倒
れ
、
64
歳
で

逝
っ
た
。
瑞
枝
夫
人
に
と
っ
て
、
櫻
井
と
と

も
に
く
ま
な
く
歩
い
た
玉
川
上
水
は
、
自
宅

の
庭
の
よ
う
に
濃
密
な
思
い
出
の
場
所
と

な
っ
た
。

「
櫻
井
が
亡
く
な
っ
て
数
年
は
、
一
人
で
そ

こ
に
行
く
気
持
ち
に
な
れ
な
か
っ
た
」

と
瑞
枝
夫
人
。
最
近
よ
う
や
く
、

「
今
頃
は
、
あ
そ
こ
に
、
あ
の
花
が
咲
い
て

い
る
は
ず
。
会
い
に
行
こ
う
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
櫻
井
が

病
床
で
編
集
し
て
い
た
作
品
集
の
原
稿
フ
ァ

イ
ル
を
今
も
大
切
に
保
管
し
て
い
る
。

見
覚
え
の
な
い
訪
問
者

　

櫻
井
が
亡
く
な
っ
て
だ
い
ぶ
経
っ
た
あ
る

日
、「
お
線
香
を
あ
げ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
一
人
の
男
性
が
訪
ね
て
き
た
。
瑞
枝
夫
人

は
差
し
出
さ
れ
た
名
刺
に
心
当
た
り
は
な

か
っ
た
。

「『
お
祭
で
の
知
り
合
い
？　

ど
こ
の
方
か
し

ら
？
』
っ
て
、
頭
の
中
で
記
憶
を
フ
ル
回
転

さ
せ
な
が
ら
お
参
り
し
て
い
た
だ
い
て
、
帰

り
際
、
飾
っ
て
あ
っ
た
猫
ダ
ル
マ
に
目
を
留

め
た
彼
が
『
こ
れ
、
俺
ん
ち
の
だ
！
』
と
。

ダ
ル
マ
市
で
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ダ
ル
マ
屋

さ
ん
だ
っ
た
の
。
私
は
写
真
で
し
か
会
っ
て

な
い
か
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
」

　

櫻
井
は
大
の
ジ
ョ
ー
ク
好
き
、
ダ
ジ
ャ
レ

好
き
で
、
誰
に
で
も
気
さ
く
に
話
し
か
け
た
、

と
瑞
枝
夫
人
は
言
う
。
櫻
井
が
残
し
た
数
々

の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
見
て
い
る
と
、
華
々
し

い
世
界
に
生
き
る
芸
能
人
が
わ
ず
か
に
の
ぞ

か
せ
た
素
の
顔
に
も
、
奥
多
摩
に
暮
ら
す
老

人
の
構
え
の
な
い
自
然
な
姿
に
も
、
櫻
井
の

温
か
な
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

（
取
材
・
江
久
保
千
英
）

に
、
番
組
宣
伝
や
資
料
写
真
を
撮
る
た
め
の

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ
ン
が
数
多
く
活
躍
し
て

い
た
。
櫻
井
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の

人
生
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
創
世
期
（
文
化
放
送

時
代
を
含
む
）
の
局
付
き
写
真
部
員
と
し
て

始
ま
っ
た
。

　

国
内
外
の
有
名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
中
高

年
に
は
懐
か
し
い
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
人
気
番

組
『
三
匹
の
侍
』
の
平
幹
二
郎
、
情
熱
的
に

タ
ク
ト
を
振
る
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
小
澤
征

爾
と
い
っ
た
豪
華
な
顔
ぶ
れ
を
被
写
体
に
、

日
々
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
最
高
の
一
瞬

を
と
ら
え
る
の
が
彼
の
仕
事
だ
っ
た
。

　

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
独
立
。『
婦

人
公
論
』『
少
年
サ
ン
デ
ー
（
表
紙
）』
や
『
旅

に
出
よ
う
よ
』『ab

road

』
な
ど
の
旅
行
雑

誌
へ
と
仕
事
の
領
域
は
広
が
っ
た
。
中
で
も
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
に
爆
発
的
に
売
れ
た
タ
ブ

ロ
イ
ド
紙
『
夕
刊
フ
ジ
』
の
仕
事
は
、
櫻
井

が
入
院
す
る
直
前
ま
で
続
い
た
。
週
に
一
度

掲
載
さ
れ
る
「
今
週
の
顔
」
は
、
そ
の
と
き

ど
き
の
旬
の
芸
能
人
の
原
寸
大
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
が
看
板
の
人
気
コ
ラ
ム
だ
っ
た
。
櫻
井
は

３
年
に
わ
た
り
、
毎
週
一
人
、
実
に
１
５
０

人
を
撮
り
続
け
た
。
誰
も
が
ど
こ
か
で
櫻
井

の
写
真
を
目
に
し
て
い
る
は
ず
だ
。

﹁
第
二
の
ふ
る
さ
と
﹂
と
の
出
会
い

　
　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
、
櫻
井
は
羽

村
に
転
居
し
た
。
そ
の
５
年
後
の
５
月
、

愛
用
の
カ
メ
ラ
を
提
げ
、
夫
婦
で
出
か

け
た
奥
多
摩
の
駅
前
で
、
郷
土
芸
能
の

三
匹
獅
子
舞
に
出
会
っ
た
。
櫻
井
が

育
っ
た
静
岡
地
方
に
獅
子
が
３
匹
そ

ろ
っ
て
舞
う
祭
り
と
い
う
の
は
記
憶
に

な
く
、
そ
の
強
烈
な
印
象
と
元
来
の
祭
り

好
き
と
が
重
な
っ
て
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
。

尋
ね
て
み
る
と
、
西
多
摩
に
は
同
様
の
獅
子

舞
が
各
地
に
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
都
心
で
の
仕

事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
集
落
ご
と
の
祭

り
を
追
い
か
け
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。

神
事
で
も
あ
る
祭
り
の
空
気
を
乱
さ

ぬ
よ
う
、
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
、
よ
そ

者
と
し
て
気
を
配
り
な
が
ら
粘
り
強
く

　

羽
村
市
民
が
写
真
家
・
櫻
井
保
秋
を
思
い

出
す
と
す
れ
ば
、『
広
報
は
む
ら
』
の
表
紙
だ

ろ
う
。
動
物
公
園
の
鳥
た
ち
、
堰
の
桜
、
神

輿
の
川
入
り
な
ど
な
ど
、
１
９
９
２
（
平
成

４
）
年
新
春
号
か
ら
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
４
月
１
日
号
ま
で
、
羽
村
の
四
季
折
々
の

風
景
を
写
し
と
っ
た
写
真
が
、
広
報
紙
の
顔

と
し
て
市
内
各
戸
の
ポ
ス
ト
に
届
い
た
。
ま

た
、
緑
萌
え
る
玉
川
上
水
の
風
景
、
そ
の
足

元
に
咲
く
野
草
の
可
憐
な
姿
、
西
多
摩
各
地

の
伝
統
の
祭
り
を
と
ら
え
た
写
真
家
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
櫻
井
保
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
多
摩

の
自
然
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
意
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。
櫻
井
家
に
は
今
も
数
々

の
芸
能
人
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
生
を
一
瞬

の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
に
切
り
取
っ
た
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
の
膨
大
な
仕
事
が
大
切
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。

局
付
き
カ
メ
ラ
マ
ン

　

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
、
櫻
井
保
秋
は

東
京
写
真
短
期
大
学
（
現
東
京
工
芸
大
学
）

を
卒
業
し
た
。
日
本
は
高
度
成
長
の
真
っ

た
だ
中
に
あ
っ
た
。
民
間
の
テ
レ
ビ
会
社
が

次
々
と
誕
生
し
、
テ
レ
ビ
局
に
は
放
送
用
の

動
画
を
撮
影
す
る
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
マ
ン
以
外

﹁
第
二
の
ふ
る
さ
と
﹂
と
の
出
会
い

　
　

１
９
７
８
（
昭
和

村
に
転
居
し
た
。
そ
の
５
年
後
の
５
月
、

な
く
、
そ
の
強
烈
な
印
象
と
元
来
の
祭
り

好
き
と
が
重
な
っ
て
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
。

尋
ね
て
み
る
と
、
西
多
摩
に
は
同
様
の
獅
子

舞
が
各
地
に
あ
る
と
い
う
。

舞
が
各
地
に
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
都
心
で
の
仕

事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
集
落
ご
と
の
祭

り
を
追
い
か
け
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。

神
事
で
も
あ
る
祭
り
の
空
気
を
乱
さ

ぬ
よ
う
、
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
、
よ
そ

者
と
し
て
気
を
配
り
な
が
ら
粘
り
強
く

好
き
と
が
重
な
っ
て
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
。

尋
ね
て
み
る
と
、
西
多
摩
に
は
同
様
の
獅
子

舞
が
各
地
に
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
都
心
で
の
仕

事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
集
落
ご
と
の
祭

■櫻井保秋の業績
『獅子の風（東京西多摩・三匹獅子舞）』  （自費出版、1991 年）
『玉川上水 水と緑と花の径』  （自費出版、1995 年）
『玉川上水散策』（共著） （羽村市教育委員会発行、1995 年）
『御嶽神社の祭り』（共著） （百水社、1996 年）
『青梅住吉祭礼』（共著） （百水社、1997 年）
『玉川上水の野草たち』 （自費出版、1997 年）
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ギ
ャ
ラ
リ
ー

芸
術
鑑
賞

市
民
の
会
会
員
募
集

　

ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
の
会
で
は
、
新
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
会
は
教

育
委
員
会
が
ゆ
と
ろ
ぎ
で
主
催
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
や
演
劇
・
ア
ー
ト
展
・
学
習

や
趣
味
の
講
座
な
ど
を
企
画
運
営
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
あ
な
た
が
見
た

い
こ
と
、
し
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ

と
、
聴
き
た
い
こ
と
を
実
現
し
ま
せ
ん

か
。
興
味
の
あ
る
方
、
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
ゆ
と
ろ
ぎ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

事
業
の
ご
提
案
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
案
内
容
が
わ
か
る
文
書
を
お
送
り
い

た
だ
く
か
、
ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
の
会
事
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

☎0
4
2
-5

7
0
-0

7
0
7

〒2
0
5
-0

0
0
3

羽
村
市
緑
ヶ
丘
１
‐
11
‐
５

講
座
・
教
室

　

市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

や
一
時
保
育
に
つ
い
て
は
各
問
合
せ
先
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

□
羽
村
市
美
術
・
工
芸
代
表
者
展 

第
２
期

書
・
篆
刻
・
水
墨
画
・
日
本
画
・
押
し
花
・

陶
芸
・
日
本
刺
繍
・
い
け
花
の
部

６
／
３
（
水
）
〜
７
（
日
）、
午
前
10
時
開
場

〜
午
後
５
時
閉
場
。
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
（
入

場
無
料
）。
羽
村
市
文
化
協
会
設
立
５
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
日
ご
ろ
活
躍
し
て
い
る

団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
指
導
者
及
び
代
表
者
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。（
問
合
せ
）
渡
部
☎

042-579-1385

□
水
彩
画
サ
�
ク
ル
﹁
萌
﹂
第
９
回
作
品
展

６
／
11
（
木
）
〜
14
（
日
）、
午
前
10
時
開
場

〜
午
後
５
時
閉
場（
初
日
は
午
後
１
時
開
場
。

最
終
日
は
午
後
３
時
閉
場
）。
ゆ
と
ろ
ぎ
展

示
室
（
入
場
無
料
）。
結
成
10
周
年
を
迎
え

る
今
年
は
、
楽
し
く
和
や
か
な
会
風
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま

す
。（
問
合
せ
）
小
澤
☎042-555-9048

□
ゆ
と
ろ
ぎ
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
�
ト

６
／
13
（
土
）、
午
後
12
時
30
分
〜
１
時
。

ゆ
と
ろ
ぎ
ロ
ビ
ー
（
無
料
）。
出
演
・
三
味

線 

弥
尾
地
会
。羽
村
市
文
化
協
会
主
催
。（
問

合
せ
）
市
野
☎090-5510-0191

□
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
21 

交
流
ひ
ろ
ば
第
１
回

﹁
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ
ン
タ
�
の
役
割
を
知
ろ
う
﹂

７
／
４（
土
）、午
後
２
時
か
ら
４
時
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
。
講
師
・

加
藤
雅
人
さ
ん
（
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
む
ら
）。
参
加
費
無
料
。（
問

合
せ
）
堀
☎090-2257-0933

□
羽
村
フ
�
ル
ハ
�
モ
ニ
�
管
弦
楽
団

 

第
18
回
定
期
演
奏
会

７
／
12
（
日
）、
午
後
２
時
開
演
。
ゆ
と
ろ

ぎ
大
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）。
指
揮
・
久
世

武
志
。
演
奏
曲
目 

／
メ
ン
デ
ス
ル
ゾ
ー
ン
序

曲
「
ル
イ
・
ブ
ラ
ス
」
／ 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交

響
曲
第
35
番
「
ハ
フ
ナ
ー
」
／
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
交
響
曲
第
９
番
「
新
世
界
よ
り
」。（
問
合

せ
）
棚
田
☎042-536-4282 

市
民
イ
ベ
ン
ト

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
行
う
羽
村
市
教
育
委
員
会
主

催
の
講
座
・
教
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
誌

の
発
行
時
期
の
関
係
か
ら
、
講
座
に
よ
っ
て

は
既
に
募
集
を
締
め
切
っ
た
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
ゆ
と
ろ
ぎ
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
募
集
終
了
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ

い
。

■
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
座N

o.1

「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
ー
ブ
教
室
」

６
／
24
（
水
）、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
。
ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
１
。
先
着
25
名
。

参
加
費
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）。

子
育
て
中
の
母
親
を
対
象
に
ハ
ー
ブ
の
種

類
と
そ
の
効
能
を
知
り
、
栽
培
の
仕
方
を

学
び
ま
す
。
子
育
て
の
手
を
休
め
て
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

□
第
35
回
水
彩
画
グ
ル
�
プ
展

７
／
15
（
水
）
〜
19
（
日
）、
午
前
10
時
開
場

〜
午
後
６
時
閉
場
（
最
終
日
は
午
後
４
時

閉
場
）。
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
（
入
場
無
料
）。

風
景
画
、
静
物
画
、
ハ
ガ
キ
絵
な
ど
約
40

点
を
展
示
し
ま
す
。（
問
合
せ
）
市
野
☎

042-554-6287

□
チ
�
リ
テ
�
コ
ン
サ
�
ト
音
楽
の
贈
り
も
の
第
３
回

ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
ハ
�
プ

７
／
26
（
日
）、
午
後
１
時
30
分
開
演
。

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
。
一
般
１
０
０
０
円
、

小
学
生
〜
中
学
生
５
０
０
円
。
音
楽
の
贈

り
も
の
主
催
。
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
指
導
・
伴
奏
者
と
し
て
地
道
な
音
楽

活
動
を
続
け
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
未
就
学
児

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
一
時
保
育
あ
り（
有

料
・
要
予
約
）。
チ
ケ
ッ
ト
は
と
き
わ
堂

五
ノ
神
本
店
・
栄
町
店
で
販
売
。（
問
合
せ
）

細
井
☎090-6300-6786

団
体
・
サ
�
ク
ル
情
報
の
扱
い

　
「
ゆ
と
ろ
ぎ
通
信
」
で
は
、
今
年
度
か

ら
羽
村
市
内
で
活
動
す
る
市
民
団
体
・

サ
ー
ク
ル
を
支
援
す
る
一
助
と
し
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
掲
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
が
定

め
る
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
市
民
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
本

誌
面
で
紹
介
し
ま
す
。

　

紹
介
記
事
の
掲
載
を
希
望
す
る
団
体
・

サ
ー
ク
ル
ま
た
は
個
人
は
、
左
記
の
要

領
に
従
っ
て
、
原
稿
を
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、本
誌
の
発
行
は
、

毎
年
６
月
・
９
月
・
12
月
・
３
月
の
各

１
日
で
す
。
各
発
行
日
の
１
ヶ
月
前
を

受
付
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
掲
載
要
領
〉

　

①
イ
ベ
ン
ト
名

　

②
開
催
日
時

　

③
開
催
場
所

　

④
入
場
料
な
ど
の
有
無

　

⑤
イ
ベ
ン
ト
の
簡
単
な
内
容

　

⑥
そ
の
他
必
要
事
項

　

⑦
問
合
せ
先
（
氏
名
・
電
話
番
号
）

〈
原
稿
受
付
〉

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

☎0
4
2
-5

7
0
-0

7
0
7

〒2
0
5
-0

0
0
3

羽
村
市
緑
ヶ
丘
１
‐
11
‐
５

一
時
保
育
有
り
（
有
料
・
要
予
約
）。
講
師
・

浜
中
久
美
子
さ
ん（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
ハ
ー
ブ
は
む
ら
）。

■
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
座N

o.2　

「
マ
マ
も
変
身
！
ゆ
か
た
美
人
」

７
／
３
・
10
（
金
）、
午
前
９
時
30
分
〜
12

時
。ゆ
と
ろ
ぎ
３
階
和
室
。募
集
定
員
15
名
。

受
講
料
１
人
１
０
０
０
円
。
基
本
的
な
ゆ

か
た
の
着
付
け
を
学
び
、
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ゆ
か

た
、
下
着
（
着
物
用
ワ
ン
ピ
ー
ス
ま
た
は

肌
じ
ゅ
ば
ん
と
裾
よ
け
）、
半
巾
の
帯
、
腰

ひ
も
２
〜
３
本
、
襟
芯
、
帯
板
、
だ
て
締

め
、履
物
、敷
物
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

講
師
：
富
岡
輝
江
さ
ん
（
ハ
ク
ビ
京
都
着

物
学
院
教
授
会
所
属
）。

■
か
し
こ
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

６
／
９
・
23
・
７
／
７
・
21
（
全
４
回
火

曜
日
）、
午
前
10
時
〜
12
時
。
講
座
室
２
。

募
集
定
員
20
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。
受
講
料
１
人
２
０
０
０
円
（
全
４
回

分
）。日
々
の
生
活
の
中
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
安
全
に
か
つ
簡
単
に
活
用
す
る
術
を

丸
ご
と
ご
紹
介
。
参
加
者
自
身
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
の
応
用
も
取
り
入
れ
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
で
進
行
し
ま
す
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
付
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ら
持

 このコーナーでは、ゆとろぎで行う羽村
市教育委員会主催の事業や羽村市文化協会、
社会教育関係団体などが主催するイベント
の情報をお届けします。羽村市教育委員会
が主催するコンサートのチケットは下記で
取り扱っています。

□ゆとろぎチケットカウンター（月曜日休館）
9：00 ～ 17：00 ☎ 042-570-0707

□羽村市スポーツセンター（月曜日休館）
9：00 ～ 17：00 ☎ 042-555-0033

□マルフジ青梅・羽村・福生市内 10 店舗の
 サービスカウンター
□西多摩新聞社チケットサービス

☎フリーダイヤル 0120-61-3737

※コンサートあるいは「一時保育」の申込み・
問合せは、ゆとろぎへどうぞ。市民イベン
トについては、各主催者の問合せ先へお願
いします。

■
劇
団
わ
ら
び
座
『
火
の
鳥
』

６
／
20
（
土
）
午
後
３
時
開
演
。
ゆ
と

ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
（
全
席
指
定
）。
一
般

４
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
０
円
。

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
時

保
育
あ
り
（
有
料
・
要
予
約
）。

■
第
21
・
５
回
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
（
ゝ
五
会
）

６
／
24
（
水
）【
昼
席
】
午
後
３
時
開
演  

【
夜

席
】
午
後
６
時
30
分
開
演
。
ゆ
と
ろ
ぎ
小

ホ
ー
ル
。
出
演
・
柳
家
右
太
楼
。
入
場
券

は
昼
・
夜
別
で
（
前
売
り
）
５
０
０
円
、（
当

日
）８
０
０
円
、昼
夜
セ
ッ
ト
で
８
０
０
円
。

※
当
日
券
は
席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
の
み

販
売
し
ま
す
。
第
22
回
７
月
11
日
（
土
）、

第
23
回
９
月
19
日
（
土
）
を
予
定
。

■
ゆ
と
ろ
ぎ
美
術
館
第
８
期

７
／
20
（
月
・
祝
）
〜
９
／
24
（
木
）。
月

曜
日
休
館
。
ゆ
と
ろ
ぎ
２
階
・
地
階
。
ゆ

と
ろ
ぎ
を
美
術
館
に
見
立
て
て
、
気
軽
に

ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
ゆ
と
ろ

ぎ
美
術
館
」
は
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今

回
は
墨
と
和
紙
が
織
り
な
す
ア
ー
ト
「
書
」

で
す
。
羽
村
市
在
住
の
書
家
、
新
村
彩
翠
・

浜
中
茂
子
・
細
渕
翠
苑
・
木
住
野
栄
・
田

村
好
・
松
戸
清
玲
・
白
川
タ
イ
子
・
中
村

青
秀
・
高
山
観
舟
の
各
氏
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
ア
ー
ト
の
世

界
で
ど
ん
な
作
品
と
出
会
え
る
の
か
、
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。「
ゆ
と
ろ
ぎ
美
術
館
」

は
、
12
月
、
３
月
に
そ
れ
ぞ
れ
第
９
期
、

第
10
期
を
開
催
予
定
。

込
み
可
能
。
講
師
・
佐
藤
亜
夫
さ
ん
（
多

摩
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
）。　

フ
�
ル
メ
ン
テ
�
さ
ん
は
�
昨
年
�
ウ
�
�
ン
・
フ
�
ゴ
・
ヴ
�
ル
フ
三
重
奏
団
の
一
員
と
し
て
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
�
ル
の
聴
衆

を
魅
了
�
日
本
各
地
の
公
演
で
も
マ
リ
ノ
・
フ
�
ン
が
急
騰
し
た
本
格
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
�
ヨ
�
ロ
�
パ
で
そ
の
実
力
を
認

め
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
を
羽
村
で
楽
し
め
る
絶
好
の
チ
�
ン
ス
�
お
聴
き
逃
し
な
く
�
チ
ケ
�
ト
好
評
発
売
中
�

（AD・森田文明）
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※本欄に記載の事業は計画段階のものも含まれています。諸般の都合により、開催日を変
更または取りやめることもあります。詳しくは「ゆとろぎイベントガイド」（毎月 15
日発行）あるいは「広報はむら」などをご参照ください。

※ゆとろぎは祝日を除く月曜日が休館日です。

６月 ７月 ８月 ９月

芸
術
鑑
賞

● 6/20
　劇団わらび座公演

「火の鳥」

● 8/2
　はむらの風コンサート
　　ー羽村ゆかりの音楽家たちー

◆ 6/23
　マリノ・フォルメンティ
　ピアノリサイタル

◆ 8/23
　フレッシュ名曲コンサート
　２大ピアノ協奏曲の夕べ

◆ 9/26
　国立音楽大学ブラスバンド
　コンサート

● 7/4
　音楽の絵本

● 6/24
　ゆとろぎ寄席
　（ゝ五会）

● 7/11
　ゆとろぎ寄席

● 9/19
　ゆとろぎ寄席

● 6/21
   子ども映画会

● 7/12
   子ども映画会

● 8/9
   子ども映画会

● 9/13
   子ども映画会

◎ 6/7
　第 24 回山藤流山藤会

○ 7/12
　羽村フィルハーモニー管弦楽団
　第 18 回定期演奏会

◎ 6/13　第 13 回
　ゆとろぎサロンコンサート
　（三味線弥尾地会）

○ 7/26
　チャリティーコンサート
　音楽の贈りもの第３回

◎ 8/30　第 14 回
　ゆとろぎサロンコンサート
　（ウクレレ）

◎ 6/14
　松乃扇流第 34 回民謡
　創作新舞踊まつり

◎ 6/28
　第 11 回
　東流をどりの会

展
示

● 6/23 〜 7/5
　アート in はむら展Ⅸ

● 8/26 〜 9/6
　写真展「櫻井保秋回顧展」

◎ 6/3 〜 7
　羽村市美術・工芸代表者展第２期
　（書・篆刻・水墨画・日本画・押し花・
　陶芸・日本刺繍・いけ花の部）

←ーーーーーーーーー● 7/20 〜 9/24　ゆとろぎ美術館（第 8 期） ーーーーーーーーー→

○ 6/11 〜 14
　水彩画サークル「萌」第９回作品展

● 8/6 〜 9 
　世界の今を知る（写真展）
 　　ー中国雲南省の少数民族ー

○ 7/15 〜 19
　第 35 回水彩画グループ展

講
座
・
教
室

● 6/24
　子育て中のお母さんのための講座 No.1
　　「図書館ボランティアのハーブ教室」

● 7/3・10
　子育て中のお母さんのための講座 No.2
　　「ママも変身！ゆかた美人」

● 8/8
　世界の今を知る（講演会）
　　ー中国雲南省の少数民族ー

● 6/9・23・7/7・21
　かしこいインターネット活用講座

○ 6/5・12・19・26
　パソコン講座（Excel 応用）

○ 7/3・10・17・24
　パソコン講座（Word 入門）

○ 8/7・14・21・28
　パソコン講座（Word 初級）

○ 9/4・11・18・25
　パソコン講座（Word 中級）

そ
の
他

（
●
＝
羽
村
市
教
育
委
員
会
主
催
／
◎
＝
羽
村
市
文
化
協
会
主
催
・
後
援
／
◆
＝
羽
村
市
教
育
委
員
会
共
催
・
市
民
の
会
協
力
／
○
＝
社
会
教
育
関
係
団
体
主
催
）

６月〜９月のイベントガイド
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無
断
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２
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０
９
年
６
月
１
日
発
行
（
通
巻
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号
）

ゆ
と
ろ
ぎ
通
信

印
刷
■（
株
）
ビ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
３
５
９-

０
０
１
１

埼
玉
県
所
沢
市
南
永
井
４
８
０

☎
０
４
（
２
９
５
１
）
２
２
５
５

発
行
■
羽
村
市
教
育
委
員
会

企
画

編
集
■
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民
の
会

〒
２
０
５-

０
０
０
３

羽
村
市
緑
ヶ
丘
１-

11-

５

☎
０
４
２
（
５
７
０
）
０
７
０
７

FAX
０
４
２
（
５
７
０
）
６
４
２
２

http://w
w
w
.city.ham

ura.tokyo.jp

写
真
■
平
田
栄
一
・
村
山
利
夫　

編
集
■
江
久
保
千
英
・
関
沢
和
代
・
長
尾
晃
・
日

　
　
　

下
田
ま
や
・
平
田
栄
一
・
平
原
克
巳
・
福

　
　
　

佐
健
二
・
藤
原
忠
・
古
澤
義
隆
・
堀
茂
子
・

　
　
　

村
山
利
夫
・
山
本
豊

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

Vol.5

「ゆとろぎクラブ」のコーナーはゆとろぎと市民のみなさんをつなぐ紙面スペースです。
ゆとろぎの裏話やちょっとした話題をお伝えします。市民のみなさんからの投稿あるい
は情報の提供も歓迎です。気軽にご応募ください。

お互いの“思いやり”で快適なゆとろぎを
……ゆとろぎのマナー向上キャンペーン……

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
す
ご
し
て
い
る
間
、
ゆ

と
ろ
ぎ
保
育
室
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

が
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

保
護
者
が
図
書
館
以
外
の
場
所
に
行

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
利
用
で
き
る
日
時

毎
月
第
２
水
曜
日
と
第
４
土
曜
日

の
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で
。
館
内

整
理
や
行
事
の
都
合
で
変
更
に
な

る
月
も
あ
り
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
方

羽
村
市
図
書
館
を
利
用
す
る
保
護
者

●
児
童
の
年
齢　

　

１
歳
半
〜
就
学
前
ま
で

●
申
し
込
み

利
用
日
の
７
日
前
の
午
後
５
時
ま

で
に
利
用
料
を
添
え
て
ゆ
と
ろ
ぎ

窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
（
お
子
様
１
人
に
つ
き
）

水
曜
日
は
５
０
０
円
、
土
曜
日
は

７
０
０
円
。
い
ず
れ
も
お
や
つ
代

を
含
み
ま
す
。

●
定
員　

先
着
15
名

　

詳
細
は
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

子
育
て
マ
マ
の
読
書
た
い
む
を

﹁
さ
く
ら
ん
ぼ
﹂
が
サ
ポ
�
ト

　ゆとろぎには、大ホールにス
タンウェイ D-274、小ホールに
ヤマハ CF Ⅲー S のコンサート
ピアノが２台用意されています。
これまでに多くのピアニスト、
演奏家がすばらしい音色を響か
せてくれましたが、ピアノは弾
き込むほどに音色がよくなると
いわれています。
　そこで、この２台のピアノの

「弾き込み」のボランティアを募
集します。募集の条件は右記の
通りです。

コンサートピアノの
「弾き込み」ボランティアを
募集しています

　1）ピアノ演奏上級者
　2）指定する日時に来訪可能な方
　3）交通費を含めすべて無償
　弾き込みの場所は、ステージ
脇もしくはピアノ庫です。誰で
もオーケーというわけにはいき
ませんが、スタンウェイを奏で
られるまたとない機会です。わ
れこそはと思う方は奮ってご応
募ください。応募多数の場合は
調整させていただきます。
＜問合せ・申込み先＞
　ゆとろぎ☎ 042-570-0707　

ゆ
と
ろ
ぎ
の
マ
ナ
�

　

ゆ
と
ろ
ぎ
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た

め
の
生
涯
学
習
施
設
で
す
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生
涯
を
通
じ
て
学

び
合
い
、
集
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
施

設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
公
共
の
マ
ナ
ー

や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
ら
な
い
人
が
い
た

ら
優
し
く
教
え
て
あ
げ
る
、
そ
う
い
う

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
る
施
設
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
を
今
使
っ

て
い
る
人
や
次
に
使
う
人
の
た
め
に
「
思

い
や
り
」
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
を
居
場
所
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
ゆ
と
ろ

ぎ
の
マ
ナ
ー
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
伝
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

■
ゆ
と
ろ
ぎ
５
つ
の
マ
ナ
�

①
使
っ
た
施
設
や
備
品
は
元
の
位
置
に
。

②
施
設
や
備
品
が
汚
れ
て
い
た
り
、
壊

　

れ
て
い
た
ら
受
付
け
に
連
絡
を
。

③
自
転
車
は
所
定
の
場
所
に
、
整
列
駐

　

輪
を
。

④
ト
イ
レ
は
上
手
に
清
潔
に
。

⑤
貴
重
品
は
肌
身
離
さ
ず
に
。

　

施
設
内
で
走
っ
た
り
、
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
は
、
マ
ナ
ー
以
前
の
問
題
で

す
。
誰
も
が
、ゆ
と
ろ
ぎ
を
安
全
快
適
に
、

末
永
く
利
用
し
て
い
く
た
め
に
、
利
用

者
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
今
日
か
ら
み
ん
な
で

始
め
ま
し
ょ
う
。

ギ
�
ラ
リ
�
の
マ
ナ
�

　

ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
の
展
示
室
（
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）
は
、
年
間
に
数
千
人
の
ア
ー
ト

フ
ァ
ン
で
賑
わ
う
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の
人
気

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業

運
営
市
民
の
会
が
企
画
運
営
す
る
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
も
年
平
均
６
、７
件
、
こ
の

他
に
市
内
の
文
化
団
体
や
一
般
市
民
の

利
用
が
年
々
増
加
し
、
年
間
を
通
し
て

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
会
場
は
出
品
作
家
と
鑑
賞
者
が

ア
ー
ト
を
通
し
て
対
話
す
る
場
所
で
す
。

鑑
賞
す
る
立
場
か
ら
作
家
に
敬
意
を
表

し
、
他
の
鑑
賞
者
の
邪
魔
を
し
な
い
よ

う
に
、「
静
か
に
、
ゆ
っ
く
り
」
と
鑑
賞

し
た
い
も
の
で
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、

ア
ー
ト
鑑
賞
に
際
し
て
の
基
本
的
な
マ

ナ
ー
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

①
作
品
１
点
１
点
に
作
家
の
魂
が
込
め

　

ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
の
あ
る
作
品

　

以
外
は
絶
対
に
手
を
触
れ
な
い
。

②
日
本
画
・
漆
画
・
油
絵
な
ど
は
湿
気

　

が
大
の
苦
手
。
作
品
に
直
接
息
が
か

　

か
ら
な
い
距
離
を
守
る
。

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
や
展
示
作
品
の
近
く

　

で
大
声
で
話
し
た
り
、
走
り
回
っ
た

　

り
し
な
い
。

④
混
雑
し
て
い
る
と
き
は
、
ま
わ
り
の

　

人
と
譲
り
合
う
。

⑤
主
催
者
の
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

　

原
則
と
し
て
写
真
撮
影
は
禁
止
で
す
。

　

携
帯
電
話
に
よ
る
撮
影
、
通
話
も
控

　

え
る
。

⑥
児
童
の
保
護
者
は
鑑
賞
の
マ
ナ
ー
を

　

指
導
す
る
。

ホ
�
ル
の
マ
ナ
�

　

ゆ
と
ろ
ぎ
の
開
館
当
初
、「
な
ぜ
立
ち

見
が
で
き
な
い
の
か
？
」「
な
ぜ
演
奏
中

に
入
れ
な
い
の
？
」
な
ど
の
声
を
耳
に

し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
禁
止
事
項
や
鑑

賞
マ
ナ
ー
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
の
最
中

に
携
帯
電
話
が
鳴
り
響
い
て
、
せ
っ
か

く
の
演
奏
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
演
奏
者

と
お
客
様
が
同
じ
空
間
で
同
じ
感
動
を

共
有
で
き
る
よ
う
に
、
ほ
ん
の
少
し
の

配
慮
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。「
舞
台

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、
観
客
の
マ
ナ
ー

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
ゆ

と
ろ
ぎ
ホ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
！

　

そ
こ
で
、
ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ー
ル
で
の
鑑

賞
マ
ナ
ー
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
禁
止
事
項
（
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
）
①
立
ち
見
②
飲
食
③
喫
煙

④
録
音
・
録
画
・
撮
影
（
許
可
が
あ
る

場
合
で
も
通
路
に
三
脚
・
機
材
・
荷
物

な
ど
を
置
く
こ
と
は
禁
止
で
す
）

■
マ
ナ
ー

①
携
帯
の
着
信
音
・
時
計
の
ア
ラ
ー
ム
な

　

ど
「
音
」
の
出
る
も
の
は
、
開
演
前
に

　

電
源
を
切
る
か
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
。

②
足
音
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
チ
ラ
シ
の
音
、

　

鈴
の
付
い
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
「
音
」

　

を
た
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
私
語
は
演
奏
者
や
周
り
の
人
に
と
っ
て

　

は
雑
音
で
す
。
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
傘
は
傘
立
て
に
。
ホ
ー
ル
に
持
ち
込
む

　

場
合
は
必
ず
傘
袋
に
入
れ
て
、
座
席
の

　

下
に
ね
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
自
分
の
席
や
前
の
席
の
背
も
た
れ
に
、

　

手
荷
物
や
コ
ー
ト
を
か
け
た
り
、
座
席

　

を
蹴
っ
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
２
階
席
の
最
前
列
を
利
用
す
る
場
合
、

　

⑴
手
す
り
に
物
を
置
か
な
い
。
万
一
、

　
　

１
階
席
に
落
と
し
て
は
危
険
で
す
。

　

⑵
お
子
様
が
身
を
乗
り
出
さ
な
い
よ
う

　
　

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
音
楽
公
演
の
場
合
、「
演
奏
中
は
入
場

　

し
な
い
」
が
大
原
則
で
す
。
指
示
が

　

あ
る
ま
で
ロ
ビ
ー
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

⑧
出
演
者
へ
の
花
束
も
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
音

　

が
で
ま
す
。
終
演
ま
で
受
付
に
預
け
ま

　

し
ょ
う
。

⑨
遅
れ
て
入
場
す
る
と
き
は
、
自
分
で
扉

を
開
け
ず
に
ド
ア
係
に
任
せ
ま
し
ょ

う
。
ド
ア
係
が
い
な
い
時
は
、
ホ
ー
ル

内
に
外
の
光
が
入
ら
な
い
よ
う
に
静
か

に
開
け
、
静
か
に
閉
め
て
入
場
し
ま

し
ょ
う
。

　

ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ー
ル
で
は
、
お
客
様
が
気

持
ち
よ
く
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ニ
ス
ト
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ル
で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
不
明

な
こ
と
や
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ナ
ー
の
基
本
は
「
人
を
思
い
や
る
気

持
ち
」
で
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
の
利
用
を
通
し

て
、
マ
ナ
ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け

る
の
も
生
涯
学
習
活
動
の
一
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
ゆ
と
ろ
ぎ
の
利
用
者
一

人
一
人
が
周
り
に
配
慮
の
で
き
る
素
敵
な

市
民
に
な
れ
た
ら
…
…
」
と
思
う
の
で
す

が
、
み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ゆとろぎ
クラブ

︻
担
当
者
の
ひ
と
り
言
︼

♧
「
利
己
的
で
な
い
好
意
的
な
行
い
が
、
最
も

高
い
最
も
美
し
い
利
子
を
も
た
ら
す
」
は
ゲ
ー

テ
の
言
葉
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？
」
と
考

え
続
け
る
日
々
。
公
私
に
わ
た
る
マ
イ
ブ
ー
ム

で
す
。（
え
く
ぼ
）

♠
今
年
も
ま
た
ア
ー
トin

は
む
ら
展
開
催
準
備

の
季
節
。
１
年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
皆
様
お
久
し
ぶ
り
！
１
年
経
つ
の
は
早

い
で
す
ね
。（
関
沢
）

♥
Ｇ
Ｗ
明
け
、
休
み
を
取
っ
た
は
ず
な
の
に
、
気

温
の
上
昇
に
つ
い
て
い
け
ず
身
体
の
だ
る
さ
を
感

じ
て
し
ま
う
。
夏
の
訪
れ
を
、
子
供
の
よ
う
に
素

直
に
喜
べ
な
く
な
り
ま
し
た
。（
M
・
H
）

△
雲
南
省
南
部
の
貧
困
僻
地
で
聞
い
た
話
。
子

ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け
る
た
め
に
都
会
へ
行

け
ば
、
将
来
は
過
疎
化
の
不
安
も
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
学
校
に
行
か
せ
た
い
と
。
考
え
さ
せ
ら

れ
る
一
言
だ
っ
た
。（
ヒ
ラ
タ
）

■
芸
術
鑑
賞
部
会
は
５
月
〜
８
月
に
か
け
て
公

演
が
６
本
あ
り
、
そ
の
準
備
で
４
月
、
５
月
は

毎
日
大
忙
し
。
ど
れ
も
お
勧
め
で
す
。
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
平
原
）

♤
「
ゆ
と
ろ
ぎ
が　

輝
き
眩
し　

五
月
晴
れ
」

ゆ
と
ろ
ぎ
も
４
年
目
に
入
り
、
市
民
へ
の
存
在

感
も
浸
透
し
て
来
た
。
私
も
い
つ
ま
で
も
輝
い

て
い
た
い
も
の
で
す
。（
ふ
く
さ
）

♣
隣
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
開
発
の
「
危
機
管
理

セ
ミ
ナ
ー
」
を
導
入
検
討
中
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
禍
が
勃
発
。
矢
継
ぎ
早
に
地

域
を
越
え
た
人
間
の
知
恵
が
試
さ
れ
る
時
代
に

こ
そ
〝
生
涯
学
習
〞
が
活
き
る
。（
藤
原
）

◇
お
父
さ
ん
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ゆ
と
ろ
ぎ
で
何
か
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。（
古
澤
）

♡
年
齢
を
重
ね
て
も
、
自
分
ら
し
さ
を
失
わ
ず

に
輝
い
て
生
き
る
。
そ
う
あ
り
た
い
た
い
も
の

で
す
。（
堀
）

▼
さ
だ
ま
さ
し
曰
く
、「
自
分
の
人
生
の
主
役

は
い
つ
ま
で
も
自
分
」
で
す
が
、
社
会
と
い
う

舞
台
の
主
役
は
変
わ
る
も
の
。
そ
れ
に
し
て
も

森
光
子
さ
ん
、
２
千
回
と
は
…
。（
村
山
）

◇
「
小
学
校
４
年
生
」
は
低
学
年
か
ら
高
学
年

に
入
り
ま
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
も
４
年
生
。「
よ
り

高
い
志
」
を
求
め
ま
し
ょ
う
。（
山
本
）

︻
編
集
室
か
ら
︼

連
載
「
私
の
生
涯
学
習
」
は
都
合
に
よ
り
休
載

し
ま
し
た
。
９
月
発
行
号
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


